
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 浅羽中学校は、１年生１８２人を迎え生徒数６０８人で令和３年度がスタートしました。コロ

ナ禍、仮設校舎での生活ですが、生徒は元気に学校生活を送っています。 

 

 ３年生の修学旅行は、旅行先の関西方面での新型コロナウイルス感染症の拡大のため、10 月

に延期としました。１年生は「浜松動物園・フラワーパーク」への遠足、２年生は各班の課題解

決をするため県内各所へ「フィールドワーク」に出かけました。天候にも恵まれ、充実した活動

が行えました。 

 

  
 

 

 

 

                 入学式(4/7) 

                           学年レクで絆を深める浅中生(4月上旬) 

 

 

 

 

 

 

      真剣に話を聞く浅中生       県内各所へ出かけた浅中生(4/22) 

 

＜１学期始業式 校長先生の話＞ 
 

今年度も、コロナ禍での新しい生活様式の生活、仮設校舎での生活が続きます。年度末には

新校舎が完成して引越しがあります。変更や柔軟に対応してもらうこともあると思いますが、

昨年度同様、みんなの明るさと協力で、笑顔で乗り越えていきましょう。 

 さて、もう「３Ｃ」は覚えましたね。「Change・Challenge・Chance 」です。新しい学

年の生活が、新しい学級で新たな仲間と始まります。午後には入学式があり、182 人の仲間が

加わります。新年度のスタートを、２年生は先輩と呼ばれる中堅学年として、３年生は学校の

顔・代表となる最高学年としての自覚を持って、より良い自分に変える機会にしましょう。 

 浅羽学園教育目標は「こころざしをもち、共によりよく生き抜くたくましい子」です。夢や

希望を持って、社会を生き抜くための力・自立力を身に付けましょう。そして、身に付けた力

を、自分のためだけでなく周りの人や社会のために発揮できる社会力も伸ばしましょう。 

 これは、北原白秋の詩です。「バラノ木ニバラノ花サク ナニゴトノ不思議ナケレド」、当

たり前のことが書いてありますね。この当然の真実に気付くことの大切さ、驚きを表している

ようです。 

 浅羽中学校でみんなのために働いている先生は 50 人以上います。それぞれの教科を教えた
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り、それぞれの部活動を指導したり、保健室では健康や安全を、事務室や給食室で私たちの生

活を支えてくれています。それぞれの先生方が、それぞれの力を発揮して学校を支えています。 

 現在、浅羽中では新校舎建築の工事が進んでいます。工事の計画や監督、設計をする人もい

れば、実際に機械を操作する人、トラックで運搬する人、警備をする人・・・様々です。社会

は様々な人が、それぞれ自分の力を発揮しながら支え合って成り立っているのです。 

 今年度、浅羽中学校は、生徒 608 人でスタートします。学校では、みんな同じように授業

を受けて、同じように生活していますが、やはりみんな一人一人違う人間です。一人一人、家

庭環境も違います。人によって得意・不得意も違います。性格や考え方も違います。 

 バラの木にはバラの花が咲きます。みんなもそれぞれ違う人間なので、それぞれが自分の夢

に向かって努力し、それぞれ異なる花を咲かせなくてはいけません。自分自身をしっかり見つ

めて、自分の存在を大切にして、志をもって生活してほしいです。 

 また、それぞれが自分を大切にするのと同じように、周りの一人一人の存在もしっかりと認

めて、大切にしてほいと思います。 

 この南校舎の階段はみな使っています。今年度から 10 組ができることから、３学期に黄色

い滑り止めのテープが貼られたり、ＬＥＤの照明がついたり、黄色のカバーがつきました。滑

り止めテープ、年寄りの私には安心感があって上り下りもすごく楽になりました。明るさやカ

バーもそうですが、浅中で生活する全員にとって安全だし、過ごしやすい環境になってありが

たいです。一人一人を尊重して大切にすることが、結果、自分も含め、全体を大切にすること

にもつながるんだなと、この階段から学びました。 

 みんなで浅羽中学校を、一人一人が生活しやすい学校にしてほしいと思います。そして、一

人一人、笑顔が輝く学校にしましょう。 

 

【令和３年度教職員紹介】 １年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


